
 

令和元年度第２回みえスタディ・チェックの結果（中学校国語） 

１ 平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 

 平均正答率 
（平均正答数） 

平均 
無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 言語文化等 

第２学年 62.１% 
(17 問中10.6 問) 

3.91% 73.０% 51.6% 41.8% 63.5% 

 

２ 正答数別分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 
正答率 

改善状況 無解答率 

1 

一１ 漢字の読み「批評」 短答 82.1％ 87.7％ －5.6 2.12％ 

一２ 漢字の読み「敬（う）」 短答 84.8％ 81.9％ ＋2.9 3.27％ 

二１ 漢字の書き「せんもん的（専門）」 短答 59.4％ 53.8％ ＋5.6 6.09％ 

二２ 漢字の書き「えんき（延期）」 短答 67.2％ 61.8％ ＋5.4 10.56％ 

三 文の主語を選択する 選択 35.2％ 37.0％ －1.8 0.49％ 

四 文章を書き直した意図として適切なものを選択する 選択 63.9％ 67.4％ －3.5 0.58％ 

五１ 慣用句の意味として適切なものを選択する 選択 95.6％ 94.7％ ＋0.9 0.34％ 

五２ 慣用句を文末に用いた文を構成を考えて書く 短答 23.9％ 20.1％ ＋3.8 4.32％ 

六 封筒に宛名と住所を書く 短答 59.1％ 53.4％ ＋5.7 6.44％ 

2 

一 
グラフからわかることについて説明したものを

選択する 
選択 43.1％ 44.8％ －1.7 0.72％ 

二 引用の効果について説明したものを選択する 選択 62.0％ 63.2％ －1.2 0.77％ 

三 
誤った意味で言葉を解釈してしまう人がいる理

由を要約する 
記述 20.3％ 12.0％ ＋8.3 10.77％ 

3 

一 司会の役割として適切なものを選択する 選択 86.6％ 83.1％ ＋3.5 0.54％ 

二 司会の発言として適切なものを選択する 選択 86.6％ 85.3％ ＋1.3 0.63％ 

三 
必要な情報を集めるための方法や理由等につい

て、自分の考えをまとめる 
記述 45.9％ 37.8％ ＋8.1 9.58％ 

4 
一 文章の構成について説明したものを選択する 選択 79.4％ 88.7％ －9.3 2.82％ 

二 ２つの意見の内容を一文で書く（３０字以内） 短答 60.8％ 61.9％ －1.1 6.37％ 

【成果】・「要約したり、自分の考えを書いたりする問題」で、改善が図られました。 

【課題】・「文章の構成について説明したものを選択する問題」で、改善が図られて

いません。 
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４ 課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 

（１） 課題が見られる問題 

 ２三の設問 （平均正答率：20.３%）                      

 



 

 

 

 

 

 

 

  

（平成 30年度全国学力・学習状況調査 中学校国語 B１による） 



 

（２） 解答類型別正答率・誤答率 

問題番号 解 答 類 型 正答 
正答率 
誤答率 

２ 三 

（正答の条件） 

 次の条件を満たして解答している。 

① 以下のａ、ｂのうち、一つ以上の内容を適切に取り上げて書いて

いる。 

ａ 「してはならないこと」という意味を表す際に、現在は「無用」

以外の表現を用いるようになっている。 

 ｂ 「無用」という言葉に「してはならないこと」という意味での

使い方があること自体が、分かりにくくなっている。 

② 以下のａ、ｂのうち、一つ以上の内容を適切に取り上げて書いて

いる。 

 ａ 「天地無用」には、「逆にする」に当たる内容が省略されている。 

 ｂ 「逆にすること」が省略されていることに気付かないと、「天地

無用」の「無用」の意味を、「してはならないこと」以外の意味で

捉えてしまう。 

  

１ 条件①、②を満たして解答しているもの ◎ 20.3％ 

２ 条件①を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの  22.3％ 

３ 条件②を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの  18.6％ 

９ 上記以外の解答  28.0％ 

０ 無解答  10.8％ 

 

（３） 課題の改善に向けた指導のポイント 

＜類型２・３＞文章の構成や展開を踏まえ、必要かつ十分な内容を捉えるこ

とができるように指導する 

【中学校第１学年】Ｃ 読むこと 

（１）イ 文章の中心的な部分と付加的な部分、事実と意見などとを読み分け、

目的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。 

 

【中学校第２学年】Ｂ 書くこと 

（１）ウ 事実や事柄、意見や心情が相手に効果的に伝わるように、説明や具体

例を加えたり、描写を工夫したりして書くこと。 

 目的に応じて文章の内容を的確に読み取るためには、文章の中心的な部分と付

加的な部分、事実と意見などとを読み分け、文章の構成や展開を捉えて内容を理

解するように指導することが大切です。その際、段落ごとに内容を捉えたり、接

続詞や指示語に着目して段落相互の関係を正しく押さえたりしながら、文章全体

における段落の役割を捉えるように指導することが重要です。 

 この文章では、「天地無用」を誤った意味で受け取る人が多い理由について、複

数の段落を設け、「また」という接続詞を用いて大きく２つ述べています。そのよ

うな文章の構成や展開に着目しながら、目的に応じて文章を読み取り、内容を的

確に捉えように指導します。 

 読み取った内容を整理して書く際は、目的を明確にしたうえで、必要な内容を

選択してまとめるように指導します。 



 

（４） 課題に対応したワークシート 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「文章を要約」でダウンロードできます。 

 



 

（５） 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成30年度 全国学力・学習状況調査結果を踏まえた授業アイデア例（中学校） 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より）  



 

令和元年度第２回みえスタディ・チェックの結果（中学校数学） 

１ 平均正答率、平均無解答率及び領域別平均正答率 
 平均正答率 

（平均正答数） 
平均 

無解答率 
領域別平均正答率 

数と式 図形 関数 資料の活用 

第 2 学年 48.0% 
(20 問中 9.6 問) 9.44% 61.2% 47.0% 39.9% 51.8% 

 
２ 正答数別分布グラフ（横軸:正答数、縦軸:生徒数） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 各問題の正答率・無解答率 

問題番号 問題概要 問題 
形式 正答率 過去 

正答率 改善状況 無解答率 

1 

(1) ２＋８×（－６）の計算 短答 80.7％ 76.0% ＋4.7 1.03％ 
(2) 比例式をつくる（割合） 短答 51.5％   1.28％ 

(3) 
中央の整数の３倍になることを文字式で表
す 短答 51.5％ 55.6% －4.1 6.00％ 

(4) 高さが等しい平行四辺形と三角形の面積 選択 74.5％ 65.3% ＋9.2 1.25％ 
(5) セットメニューの選び方の総数を求める 短答 79.7％ 75.2% ＋4.5 1.44％ 

2 

(1) 扇形の弧の⾧さを求める 短答 28.3％ 28.8% －0.5 18.91％ 
(2) 垂線の作図の方法 選択 45.4％ 46.5% －1.1 1.16％ 
(3) 円柱と球の体積の関係 選択 36.7％ 52.9% －16.2 1.20％ 
(4) 反比例のグラフから式を求める 短答 34.3％ 38.0% －3.7 9.40％ 
(5) 変化の割合が２である一次関数の表 選択 53.4％ 46.0% ＋7.4 1.62％ 
(6) 二元一次方程式のグラフと解の関係 選択 44.1％ 38.5% ＋5.6 2.03％ 

3 

(1) 仮定を読み取る 短答 51.9％ 53.7% －1.8 6.08％ 
(2) 三角形の合同の証明 記述 56.6％ 62.8% －6.2 15.22％ 
(3) 回転移動の説明 短答 35.7％ 23.9% ＋11.8 3.79％ 

４ 

(1) 「…は…の関数である」という形の表現 短答 26.4% 19.0% ＋7.4 14.45% 
(2) 水面の高さの変域を求める 短答 45.0% 40.2% ＋4.8 19.06% 
(3) 水面の高さから時間を求める方法の説明 記述 36.4% 34.5% ＋1.9 32.43% 

５ 

(1) 適切な代表値を選ぶ 選択 48.5% 43.0% ＋5.5 2.31% 
(2) 相対度数を求める式 短答 49.1％ 54.0% －4.9 21.14％ 

(3) 
度数分布多角形の特徴を基にした理由の説
明 記述 30.0％ 26.9% ＋3.1 29.09％ 
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【成果】・「示された平行四辺形の面積の半分の面積である三角形を選択する問
題」や、「２つの図形の関係を回転移動に着目して説明する問題」で、
改善が図られました。 

【課題】・「扇形の弧の⾧さを求める問題」、「球と円柱の体積を比較し正しいもの
を選択する問題」、「反比例のグラフから式を求める問題」で、改善が図
られていません。 

 
４ 課題が見られる問題、課題の改善に向けた指導のポイント 
（１） 課題が見られる問題 

 ２(3)の設問 （正答率:36.7%）                           
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（２） 解答類型別正答率・誤答率 
問題番号 解 答 類 型 正答 正答率 

誤答率 

２ (3) 
１ イ  と解答しているもの ◎ 36.7％ 

９ 上記以外の解答  62.1％ 

０ 無解答  1.2％ 
 

（３） 課題の改善に向けた指導のポイント  
   ＜類型９＞球の体積を実感を伴って理解できるよう指導する 

【第 1 学年】Ｂ 図形 
（２）観察、操作や実験などの活動を通して、空間図形についての理解を深める

とともに、図形の計量についての能力を伸ばす。 
ウ 扇形の弧の⾧さと面積並びに基本的な柱体、錐体及び球の表面積と体 

積を求めること。 

指導に当たっては、球の体積の求め方や公式を、覚えるだけではなく、円柱と
円錐の体積と関係付ける実験等を通し、実感を伴って理解させることが大切です。 

球の体積は、それがぴったり入る円柱の体積との関係を予想し、その予想が正
しいかどうかを模型を用いたり、実験による測定を行ったりして確かめるなどの
場面を設定することが考えられます。例えば、半球体の容器に入った水を、それ
がぴったり入る円柱の容器に移す活動を取り入れることが考えられます。 
 
 
 
 
 
 
 

また、底面の直径と高さが等しい円柱（図１）、その円柱にぴったり入る球（図

２）、底面が円柱の底面と合同で高さが円柱の高さと等しい円錐（図３）のそれぞ
れの体積の比が、３:２:１になっていることを実験や公式から捉え、理解を深め
られるように指導することも大切です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜写真・図:平成 25 年度全国学力・学習状況調査 解説資料 中学校数学より＞ 



 

（４） 課題に対応したワークシート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊学校の先生方は、上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」から、検索キーワー

ド「立体の体積」でダウンロードできます。 



 

（５） 課題の改善に向けた授業例の紹介  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
平成 23 年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例（中学校） 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター作成 より） 
 
 


